平成30年４月６日
八尾市高齢クラブ連合会理事会

高齢クラブ活動助成金について（概要）
八尾市では高齢クラブの活動を支援することにより高齢者福祉の増進を図ることを目的として、「八尾市補助金交付規則」及び「八尾市高齢クラブ活動助成金交付要綱」に基づき、助成金を交付しています。
Ⅰ　対象となる高齢クラブ
八尾市では、同一の地域を基盤とする高齢者の自主的な組織で、八尾市高齢クラブ連合会に加入する高齢クラブを助成の対象としています。

　
Ⅱ　助成金の算定
　　４月１日の会員数により、会員数区分に応じて助成金の限度額を決定します。（別表１参照）
ただし、実際に支出した助成対象経費の合計額が、既に決定した額よりも少ない場合やクラブが解散した場合などは、助成金の返還が必要となります。
Ⅲ　対象となる事業
　「高齢者自らの生きがいを高め健康づくりを進める活動」や「ボランティア活動をはじめとした地域を豊かにする活動」などを行う事業が助成の対象となります。（別表２参照）
Ⅳ　対象となる経費
上記の「Ⅲ　対象となる事業（活動）」の中で、助成対象となる経費別表３のとおりです。対象となる経費か判断が難しい場合は、高齢介護課にお問い合わせください。
なお、単なる娯楽のための経費や個人の利益となるような物品等に係る経費は対象外ですので、ご注意ください。
Ⅴ　助成金交付手続きの流れ
　助成金の手続きは、次のような流れになります。
申請（４月）→ 決定（６月）→ 請求（６月）→ 助成金交付（７月）→ 実績報告（翌年４月）
Ⅵ　助成金申請書類の作成
　交付申請書に以下の書類を添付して、高齢介護課に提出してください。
　　①　事業計画書　　②　収支予算書　　③　会員名簿　④　誓約書
Ⅶ　助成金の交付
・申請者は単位クラブの会長となります。
・助成金の受け取りは、金融機関の口座への振込で行いますので、債権者登録申請書に通帳のコピーを添えて提出してください。
　　☞　助成金の受け取りは『 口座振込 』のみです。現金での受け取りはできませんのでご注意ください。
　　☞　助成金を受け取る口座は、単位クラブ会長名義の単位クラブの口座であることが望ましいですが、単位クラブの会長または会計個人名義の口座でも構いません。
　　☞　クラブ名+会長名以外の名義の口座で助成金の受け取りを行う場合には、会長が振込先口座の指定する必要があります。
　　☞　個人名義の口座を使用する場合でも、個人の預金と混同することがないよう、専用の口座を使用し、単位クラブの運営経費の管理は、すべて当該専用口座を通じて行ってください。
・申請書の内容を審査し、交付決定通知書と請求書を郵送しますので、請求手続きを行ってください。
・助成金は、概算払いにより債権者登録された口座に振込みます。
Ⅷ　実績報告書の作成
・　実績報告書に①事業報告書、②収支決算書を添えて４月末までに報告してください。
　・　概算払いで交付した助成金を実績に応じて精算します。
　　　　☞　返還の必要がある場合は、納付書を郵送しますので、速やかに金融機関で手続きを行ってください。
Ⅸ　その他
　・　助成金に関する手続きは、原則会長が行ってください。ただし、会計の事務処理は、会長や会計が１人で行わず、必ず複数人で行ってください。
　・　助成金に係る帳簿または領収書等の証拠書類は、その支出状況を明確にしておくとともに、事業終了の翌年度から５年間保管しておいてください。
　・　助成金の適正な執行を図るため、関係書類の提出を求めことがありますので、あらかじめご了承ください。
　※　助成金の手続で困ったことがございましたら、いつでもご相談ください。
相談の際には、担当者が不在のこともありますので、窓口にお越しになる前に、高齢介護課までご連絡ください。


表１（助成金の額）
	会員数
	助成金の額
	会員数
	助成金の額

	20－29人
	年額  10,000円
	120－129人
	月額5,600×月数（67,200円）

	30－49人
	月額2,000×月数（24,000円）
	130－139人
	月額6,000×月数（72,000円）

	50－59人
	月額2,800×月数（33,600円）
	140－149人
	月額6,400×月数（76,800円）

	60－69人
	月額3,200×月数（38,400円）
	150－159人
	月額6,800×月数（81,600円）

	70－79人
	月額3,600×月数（43,200円）
	160－169人
	月額7,200×月数（86,400円）

	80－89人
	月額4,000×月数（48,000円）
	170－179人
	月額7,600×月数（91,200円）

	90－99人
	月額4,400×月数（52,800円）
	180－189人
	月額8,000×月数（96,000円）

	100－109人
	月額4,800×月数（57,600円）
	190－199人
	月額8,400×月数（100,000円）

	110－119人
	月額5,200×月数（62,400円）
	＊カッコ内の数字は年額。年額100,000円を上限とする。


表２（対象となる事業）
	生きがい事業
	文化活動
	カラオケ・手芸・絵画・詩吟・料理教室・演芸会・
作品展示会など

	
	教養活動
	講演会、研修会、見学会など

	
	その他
	定例会、会報の作成など

	健康づくり事業
	スポーツ活動
	ハイキング・ウォーキング・グラウンドゴルフ・
ゲートボール・クロリティーなど

	
	健康づくり活動
	体力測定・ラジオ体操・健康学習会など

	
	介護予防活動
	健康体操・認知症予防など

	社会奉仕活動事業
	友愛訪問活動

	
	清掃美化奉仕活動

	
	生活援助（買い物・家事手伝いなど）活動

	
	こども見守り活動

	
	世代間交流活動

	
	高齢者サロン（交流の場・つどいの場）活動

	
	会員加入促進活動

	
	その他の社会奉仕に関する活動


表３（対象経費と対象外経費の例）
	
	対象経費
	対象外経費

	謝礼
	・外部の講師、審判員、指導員に対する謝礼
	・会員が講師をした場合の講師謝礼
・会員相互で審判をした場合の謝礼

	食糧費
	・社会奉仕活動における飲料代・茶菓代
・友愛訪問における少額の手土産代（200円程度）
・活動中の熱中症予防のために提供する飲料代
	・講座、定例会などでの飲料代・茶菓代
・お弁当代等など左記に掲げるもの以外の飲料代、食糧代、茶菓代

	消耗品費
	・活動の実施に必要な事務用品代
・活動に必要な材料代
	・個人への参加賞、記念品
・抽選会や敬老会、誕生会等の景品代

	印刷製本費
	・チラシ、会議資料の印刷代、コピー代
・記録用の写真代（会員への配布用は不可）
	－

	旅費
	・府老連の研修会に参加するための移動にかかる費用
・活動のためのバス借上げにかかる費用
・活動のための移動に必要な実費負担の燃料費
（走行距離の記録を示す必要があります。）
	・親睦会、旅行の代金
・入場料、入館料、拝観料など
・タクシー代

	通信費
	・活動のための電話代、切手代
	－

	使用料
	・活動にかかる会場使用料
・器具使用料、器具レンタル料
	－

	保険料
	・全労連の老人クラブ活動専用賠償責任保険（傷害保険は不可）
・単位クラブが団体で加入するボランティア保険にかかる保険料
	・会員本人への補償を行う保険料

	委託料
	・活動を外部に委託する際の委託料
	－

	備品購入費
	・活動のためにクラブで共有して用いる備品
（1～3万円程度の物品）
	・個人所有となる備品

	その他
	・料理教室の食材費
・他団体が主催する行事に参加した場合の参加費（クラブ全体の活動促進につながるもの）
	・慶弔費
・地域団体への会費、助成金
・府老連、市高連への負担金


※　この他、対象となる経費か判断が難しい場合は、高齢介護課にお問い合わせください。
  助成対象経費と対象外軽費のＱ＆Ａ　（単位クラブ用）
	問１）
　スポーツ大会の参加賞や高齢クラブ大会の記念品、役員会議での昼食代は、助成の対象になりますか。


回答）対象外事業・経費は下記のとおり示されています。
＜助成対象外事業・経費＞
1 単なる娯楽事業（例：親睦会、旅行、忘年会）及びそれらに供する旅費、飲食費
2 単位高齢クラブ、八尾市高齢クラブ連合会以外が行う事業に係る経費
3 その他社会通念上、対象事業及び対象経費としてふさわしくないと考えられるもの
（例示） ・本人負担とすることが適当であるもの（例：施設入場料、保険料等）
　　 　  ・個人の利益となるような物品等に係る経費（ただし、社会奉仕活動に
おける水や茶などの飲料代、料理教室の食材費等はこれに含まない。）
以上により、スポーツ大会における優勝トロフィー（個人に帰属しないもの）や高齢クラブにおける表彰状は、助成の対象になりますが、個人への参加賞や記念品及び会員の昼食代は助成の対象外となります。
	問２）
　　次の経費は助成対象となるでしょうか。
　　　１　世代間交流事業において、子どもに出す茶菓代
　　　２　総会において、会員に出す茶菓代
３　講習会における外部講師への講師謝礼
４　スポーツ大会において、会員相互で審判をした場合の審判員謝礼
５　社会福祉協議会の会費、地域団体への助成金、役員報酬、退会慰労金
　　　６　府老連の講習会に参加するための旅費
　　　７　各種クラブ（囲碁将棋、書道、民謡、俳画、太極拳、カラオケ、ダンス等）
　　　８　高齢クラブの作品展を手伝った方への報酬
    ９　イベントの会場設営を外部業者に委託する場合の委託料


回答）お問合せの事業及び経費については以下のとおりですが、同じ茶菓代や謝礼であっても目的や内容により、助成対象になる場合とならない場合がありますので、問１の回答をもとに個別に検討する必要があります。
＜対象事業＞
１　世代間交流事業において、子どもに出す茶菓代　
３　講習会における外部講師への講師謝礼
   ６　府老連の講習会に参加するための旅費
９　イベントの会場設営を外部業者に委託する場合の委託料
＜対象外事業＞
２　総会において、会員に出す茶菓代
４　スポーツ大会において、会員相互で審判をした場合の審判員謝礼　
 ５　社会福祉協議会の会費、地域団体への助成金、役員報酬、退会慰労金
＜目的や内容を確認する必要があるもの＞
７　各種クラブ（囲碁将棋、書道、民謡、俳画、太極拳、カラオケ、ダンス等）
　　　　高齢クラブ活動事業運営要綱に掲げる①生きがい事業、②健康づくり事業、③社会奉仕活動事業と認められる場合は対象となるが、単なる娯楽である場合は対象外
８　高齢クラブの作品展を手伝った方への報酬
　　　　手伝いの方が高齢クラブの会員以外であれば対象、会員の場合は対象外
（高齢クラブは自らの生きがいや健康づくりを進める活動やボランティア活動を行うため、会員への報酬は認められない。）
	問３）
　　高齢クラブが主催しない次の事業は、助成の対象になるでしょうか。
　　　１　高齢クラブが他団体と共催で行う研修事業
　　　２　他団体が主催する行事に高齢クラブの会員が参加した場合の参加費


回答）１　他団体との共催事業は、高齢クラブ活動として認められ、活動した分の経費が助成の対象となります。
ただし、市町村との共催は、市町村が助成金を交付している立場から認められませんのでご注意ください。
２　 会員が個人的に参加する場合は助成対象にはなりませんが、高齢クラブが組織として会員を参加させることにより、高齢クラブ全体の生きがいを高め、健康づくりを進めることに資する事業または地域を豊かにすることにつながる事業であると認められる場合は、助成対象となります。
主な条件は以下のとおりですが、詳しくは八尾市高齢クラブ活動事業運営要綱で確認してください。


　①　市内に在住の60歳以上の者で組織すること。


　②　会員数がおおむね30人以上であること。


☞　30人以下となっている場合は、会員の加入促進活動により、30人以上となるよう努めてください。なお、20人未満の場合は対象外となります。


　③　年間を通じて活動を行っており、相当数の会員が参加していること。


　④　基本となる運営の経費は、会員からの会費で賄われていること。








【 お問い合わせ先 】


八尾市　地域福祉部　高齢介護課　高齢福祉担当


　　　八尾市本町一丁目１番１号　八尾市役所本館２階６番窓口


　　　電話072-924-3854　　FAX072-924-1005
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